
（組合員数は2020年３月末日時点のものです。） 

 

生協として何かを決定し、その決定にしたがって生協の運営と事業を行っていくための人や会議体のことを 

「機関」といいます。生協法では「総代会」「理事会」「代表理事」「監事（会）」４つの「機関」があります。生協の 

機関運営のしくみは下記の通りです。「総代会」はこの「機関」のうちの一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査 

 

監事５人 
理事の職務執行及び 

組合の財産の状況を監査

します。 

選挙 

組合員 51 万⼈  

機関その４ 

総代会（総代 510 人） 
生協の重要な意思決定をするための最高議決機関です。通常、年１回開催し、総代

がその年の予算や事業と活動の方針などの重要事項を議決します。51 万人の組合員

が一堂に会することはできないため、組合員の代表である 510 人の総代が出席して

役割を果たします。 

 

理事会（理事 30人） 
業務執行全般に関する重要事項を決

定するとともに、代表理事による業務

執行の状況を監視・監督します。 

代表理事２人    
理事会は複数人が集まって組織された会議体のため、代表し

て実際に動く「理事長」「専務理事」が代表者として業務を執

行します。 

機関その１ 

機関その２ 

互選 

総代 

選挙 選挙 

機関その３ 


